
東北地方太平洋沖地震による津波の被害があった地域では、地下水の塩水化が問題となっていま
す。また、震災時の園芸施設では停電や断水、燃油不足等によって環境制御装置や灌水装置が機
能しなくなり、園芸作物に甚大な被害が及びました。被災した園芸産地が再生するには、地下水
の除塩、省資源、低炭素等の技術を確立する必要があります。 

【個別要素技術コンソーシアム】 
 独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構(NARO) 農村工学研究所、食品総合研究所 
 宮城県農業・園芸総合研究所、公立大学法人宮城大学、財団法人電力中央研究所  

被災前のキュウリハウス 被災後のキュウリハウス 

研究の概要 【キーテク】 
・水熱源ヒートポンプ（スリンキーコイル式熱交換器） 
・貯水タンク（灌水＋蓄熱） 
・農業用逆浸透（RO）膜装置 
・高圧細霧冷房 
・省電力型循環扇 
・送風ダクトの最適設計 
 

停電の被害を受けたトマトハウス 

• 水熱源ヒートポンプ、高圧細霧冷房、循環扇など園芸施設を周年利用するための高度環境制御技術を開発します。 
• 津波の浸水により塩水化した地下水を除塩するための農業用逆浸透膜装置を開発します。 
• 農村地域の未利用資源・エネルギーを活用した園芸生産システムを確立し、農業生産者の早期復旧・復興を支援します。 

井水熱交換タンク 高圧細霧冷房 循環扇 水熱源ヒートポンプ 

被災地域の復旧・復興に向けた施設型農業の新技術 

■問合せ先：独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構 
      農村工学研究所農地基盤工学研究領域農業施設工学担当
■電話：029-838-7655 
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農業用逆浸透膜装置の開発および現地実証試験 

図１ 地下温度変化のイメージ図 
（出展：NPO法人 地中熱利用促進協会） 

図２ 外気温と地下水温 
（出展：NPO法人 地中熱利用促進協会） 

 

図３ 各国の地中熱ヒートポンプの普及状況 
（出展：NPO法人 地中熱利用促進協会） 

農村地域に潜在する未利用エネルギーを利活用する水熱源ヒートポンプの開発 

図５ 園芸施設における水熱源ヒートポンプ利活用のイメージ図 
 

【先行研究】 農林水産省 新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業（2009～2011年度）にて実施 

図４ 宮城県岩沼市の現地実証温室 

 農村のダム，ため池，パイプライン，
用水路，農地などには，未利用の熱エ
ネルギーが潜在しています。 
 本研究では，この未利用エネルギー
を施設園芸で活用するための水熱源
ヒートポンプの研究を行っています。 

現地実証温室（岩沼市、キュウリ、2,280 m2） 

現地実証温室（亘理町、イチゴ、1, 500 m2） 

 逆浸透膜装置（岩沼市、日浄水量約8t） 

逆浸透膜装置（亘理町、日浄水量約2t） 

実証場所

栽培品目

目標造水量

ＲＯ膜

造水能力

設置場所

水質 地下水 浄水 排水 地下水 浄水 排水

EC dS/m 1.59 0.048 2.4 2.2 0.14 3.0

Naｲｵﾝppm 96 3 150 180 17 240

Cｌｲｵﾝppm 300 5 500 600 30 850

 

備考

貯水タンク満水後
冬期の稼働無し
冬期排水管凍結
2時間毎に2分間のフラッシ
ング実施

自動運転
21時間稼働／日
1時間45分稼働15分間の
停止の24時間運転

11月27日測定水温16.8℃ 10月26日測定水温20.4℃

造水量
7.992 ㎥/d 2.016 ㎥/d  

（24h稼働を想定） （21h稼働を想定）

13 ㎥/ｄ 4.024 ㎥/d（2台）  

外部物置内 ビニールハウス内

6 ㎥/d/10 a 1 ㎥/d/10 a   

100ｖ低圧型RO膜 100ｖ低圧型RO膜

岩沼市 亘理町

キュウリ等 イチゴ

表1 各実証温室の逆浸透膜装置の概要 

凍結によるフィルターハウジングの破損 

問い合わせ先：（農村工学研究所、TEL 029-838-7655） 
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